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8月1日、上須戒で iJ11まつり出満川に親しむ会」が行われま

した。この川まつりは、ふるさとの美しい川で子供たちに思う存

分遊んでもらおうと、地元有志らわな年前から行っているもので、

今年も上須戒保育所の園児や小学生、保護者ら約130人が参加、事

前に放流されたニジマス釣りやっかみ捕り、いかだ流しなどの川|
遊びを満喫しました。

ふるさとの川に親しむことを通して、川への理解を深め、いつ

までも美しい川を残していこうという取り組み。子供たちには、

この楽しかった夏休みの 1日を忘れないでほしいものです。

今月 号のみどころ

o安曇川町と友好都市提携 ...・H ・..p2 ~ 3 

0今年は国際高齢者年...・ H ・H ・H ・..p4 ~ 5 

0財政事情をお知 らせします…… P6 ~ 7

0特老「とみす寮J職員を募集 ...・H ・..p8 

0市営住宅柚木第 4団地の

今月の納税は

国民健康保険税

2 期

I r 
市民の動き

平成11年7月30日現在

人口 39，344人 (- 7) 

男 18，782人 ， (- 8) 

女 20，562人 (+ 1) 

世帯数 14，348世帯 (+ 4) 

入居者を募集します...・H ・-… H ・H ・.p9 納期は 9月30Bです 1 I面積 240.9叩 ロメートル
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市町制施行45周年記念事業

広報ああず '99

日
本
陽
明
学
の
祖
で
近
江
聖
人
と
呼
ば
れ
る
中
江
藤
樹
先
生
。
こ

の
度
、
大
洲
市
は
、
藤
樹
先
生
生
誕
の
地
安
曇
川
町
と
友
好
都
市
の

提
携
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
二
十
七
日
に
は
、
安
曇
川
町
か
ら
福
井
町
長
ら
約
三
十
人
が

大
洲
市
を
訪
れ
、
本
市
関
係
者
5
約
六
十
人
と
と
も
に
友
好
提
携
を

宣
言
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
当
日
は
、
調
印
式
、
記
念
植
樹
、

交
流
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

安
曇
川
町
は
、
滋
賀
県
の
北
西
部

に
位
置
す
る
琵
琶
湖
に
面
し
た
町
で

す
。
人
口
は
約
一
万
五
千
人
、
面
積

四
十
八

・
七
凶
。
琵
琶
湖
に
流
れ
込

む
滋
賀
県
第
二
の
河
川

「安
曇
川
」

の
三
角
州
に
聞
け
た
東
西
に
長
い
町

で
す
。

昭
和
四
十
九
年、

J
R
湖
西
線
が

開
通
し
、
京
都
駅
か
ら

一
時
間
の
距

離
と
な
り
ま
し
た
。
他
府
県
と
の
交

流
も
活
発
と
な
り
、
人
口
は
現
在
で

も
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
町
は
発

展
を
続
け
て
い
ま
す
。

安

、f 
G 

せ
ん
抗
表
樹
み
~幅
減
工
芸一

一拍
花
札
て
いか

弱
滑
り
(
近
江
扇
子
)
、
雲
平
筆
、
高

島
硯
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
扇

骨
は
、
職
人
六
百
五
十
人
、
仕
立
業

者
五
十
二
人
に
よ
っ
て
、
全
国
生
産

量
の
九
十
%
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
樹
先
生
は
、

一
六

O

年
小
川

村
(現
在
の
安
曇
川
町
上
小
川
)
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
九
歳
の
と
き
、
祖
父

と
と
も
に
米
子
へ
、
さ
ら
に
大
洲
へ

と
移
住
し
ま
し
た
。
二
十
七
歳
で
大

洲
か
ら
帰
郷
、
四
十

一
歳
で
亡
く
な

る
ま
で、

こ
の
地
で
過
ご
し
ま
し
た
。

滋賀県

口

区分 安曇川町 大 洲市

昭和30年 13，122 46.439 

昭和40年 12.214 40.165 

昭和50年 12.283 37，294 

昭和60年 13，461 39，915 

平成7年 14.624 38，937 

人

A安曇川町位置図

先
生
は
、

「近
江
聖
人
』『
日
本
陽

明
学
の
祖
』
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
安

曇
川
町
で
は
偉
大
な
先
哲
と
し
て
先

生
の
教
え
を
誇
り
と
し
て
い
ま
す
。

安
曇
川
町
に
は
、
藤
樹
先
生
ゆ
か

り
の
建
物
や
遺
品
が
数
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。

《
藤
樹
書
院
》

先
生
が
四
十

一
歳
の
と
き
、
村
人

や
門
人
が
建
て
た
も
の
で
す
。
先
生

没
後
は、

門
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
先

生
の
神
主
が
奉
ら
れ
、
遺
品
も
数
多

く
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
、

命
日
に
は
儒
式
の
祭
典
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

明
治
十
三
年、

小
川
村
の
大
火
で

類
焼
し
ま
し
た
が
、

二
年
後
に
再
建

さ
れ
、
現
在
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

〔
年
中
行
事
〕

一
月
十

一
日
鏡
開
き
(
講
書
始
)

藤
樹
書
院
で
の
講
義
始
め
式

三
月

七
日

立
志
祭

藤
樹
先
生
の
立
志
に
ち
な
ん
で
、

小
学
三
年
児
童
が
参
加
し
て
、
先

生
の
誕
生
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

2 

産業別人口比較

安 曇 川町 大洲市

区 分 就業人口 構成比 就業人口 構成比
(人) (%) (人) (%) 

第 1次産業 835 11.0 2，670 13.7 

第 2次産業 3，037 39.9 6，189 31.8 

第 3次産業 3，735 49.1 10，599 54.5 

総 数 7，607 100.0 19，458 100.0 

(いずれも平成 7年国勢調査データ )

七
月
二
十
三
日

常
省
祭

藤
樹
書
院
で
、
宝
物、

蔵
書
の
虫

干
し
を
か
ね
て
行
わ
れ
ま
す
。

九
月
二
十
五
日
藤
樹
大
祭

藤
樹
先
生
の
命
日
。
藤
樹
書
院
で

儒
教
の
き
ま
り
に
よ

っ
て
行
わ
れ

ま
す
。

《
藤
樹
神
社
》

大
正
十
一
年
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

藤
樹
先
生
は
、
戦
前
ま
で
修
身
の
教

科
書
な
ど
に
よ
り
孝
行
の
代
表
的
人

物
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
、
藤
樹
神

社
創
立
協
賛
会
に
よ
り
創
立
さ
れ
ま

し
た
。

《
中
江
藤
樹
記
念
館
》

藤
樹
神
社
の

一
画
に
建
設
さ
れ
、

昭
和
六
十
三
年
開
館
し
ま
し
た
。
町

立
の
建
物
で
、
藤
樹
研
究
の
メ

ッ
カ

と
し
て
、

ま
た
歴
史
に
触
れ
る
観
光

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
充
実
し
た
設
備

と
内
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
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一
中
江
藤
樹
(
与
右
衛
門
)
は
、

一

一
六
O
八
年
、
近
江
の
国
小
川
村
(
滋

一
賀
県
安
曇
川
町
)
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

一
父
は
農
家
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

一
一
六
一
六
年
、
藤
樹
九
歳
の
と
き
、

一
祖
父
吉
長
の
養
子
と
な
り
、
米
子
に

一
移
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
祖
父
が

…
仕
え
る
加
藤
家
が
大
洲
に
国
替
え
に

…
な
り
、
十
歳
に
な
っ
た
藤
樹
は
、
祖

一
父
母
と
と
も
に
大
洲
に
来
ま
し
た
。

藤
樹
は
祖
父
の
勧
め
で
、
学
問
に

一
励
み
、
十

一
歳
の
と
き
『
大
学
』
に

一
出
会
い
ま
し
た
。
「
人
と
し
て
生
ま

…
れ
た
も
の
は
、
誰
で
も
自
分
の
行
い

…
を
正
し
く
す
る
こ
と
が
根
本
で
あ
る
。

…
そ
れ
が
で
き
て
こ
そ
、
本
当
に
人
間

一
ら
し
い
人
間
と
い
え
る
」
と
い
う
孔

一
子
の
教
え
を
知
っ
た
藤
樹
は
、
教
え

一
の
す
ば
ら
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分

一
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
こ
ん
な
に
す

一
ば
ら
し
い
書
物
を
読
め
る
と
は
な
ん

一
と
あ
り
が
た
い
こ
と
か
と
感
激
し
ま

…
し
た
。
こ
の
と
き
、
藤
樹
は
、
身
を

…
修
め
て
、
き
っ
と
立
派
な
人
に
な
ろ

で
つ
と
決
意
。
『
大
学
」
と
い
う
本
と

中

j工

樹

藤

の
出
会
い
が
、
後
に
近
江
聖
人
と
い
一

わ
れ
る
藤
樹
の
出
警
官
青
ま
し
た
。

一

十
七
歳
の
と
き
、
禅
僧
に

『
論
語
」

一

の
講
義
を
受
け

「図
書
大
全
』
を
読
一

み
始
め
ま
す
。
や
が
て
、
藤
樹
に
教
一

え
を
事
つ
者
が
多
く
な
り
、
藤
樹
は
一

彼
ら
の
た
め
に
、
二
十
歳
で

「
大
学

一

啓
蒙
」
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
。

一

忠
孝
を
説
い
て
い
た
藤
樹
に
は
、
近
一

江
に
一
人
残
し
た
母
へ
の
思
い
が
次
一

第
に
募
っ
て
い
き
ま
し
た
。

.

一
六
三
四
年
、
そ
の
思
い
に
耐
え
一

ら
れ
な
く
な
っ
た
藤
樹
は
、
つ
い
に
一

脱
藩
を
決
意
し
ま
し
た
。

近
江
に
帰
っ
た
藤
樹
は
、
脱
藩
の
一

と
が
め
も
な
く
、
大
洲
藩
の
武
士
た
一

ち
は
遠
路
を
い
と
わ
ず
、
藤
樹
の
も
…

と
を
訪
れ
ま
し
た
。
地
元
の
門
人
た
…

ち
も
次
第
に
増
え
、
家
の
前
に
大
き
一

な
藤
の
木
が
あ
る
こ
と
か
ら
藤
樹
先
一

生
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

『
大
学
』
に
触
れ
て
以
来
、
孔
子
の
一

教
え
を
守
っ
て
き
た
藤
樹
で
し
た
が
、
一

次
第
に
そ
の
教
え
に
疑
問
を
も
つ
よ
…

う
に
な
り
二
二
十
七
歳
の
と
き
「
陽
一

明
全
書
』
を
読
ん
で
陽
明
学
に
目
覚
一

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
そ
れ
一

ま
で
の
学
問
の
成
果
を
盛
り
込
み
、

日
本
陽
明
学
の
祖
と
呼
ば
れ
る
よ
う
一

に
な
っ
た
の
で
す
。

一
六
四
八
年
、
藤
樹
の
人
格
は
い
…

よ
い
よ
高
ま
り
、
学
問
も
進
ん
で
、
.

一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
一

た
が
、
持
病
の
瑞
息
が
悪
化
し
、
四
一

十

一
歳
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。一

大
洲
市
と
安
曇
川
町
と
の
交
流
は
、

今
か
ら
約
三
八

O
年
前
の
二
ハ
一
七

年
に
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
年
、
初
代
大
洲
藩
主
加
藤
貞

泰
が
大
洲
に
移
封
さ
れ
、
大
洲
城
に

入
城
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

家
臣

で
あ
っ
た
祖
父
中
江
古
長
と
と
も
に

当
時
十
歳
の
藤
樹
先
生
も
大
洲
に
移

り
住
む
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

藤
樹
先
生
は、

二
十
七
歳
の
と
き

大
洲
藩
を
辞
し
、
母
の
い
る
故
郷
小

川
村
(
安
曇
川
町
)
に
帰
り
ま
し
た
が
、

帰
郷
後
も
、
多
く
の
大
洲
藩
士
が
先

生
を
慕
い
小
川
村
を
訪
れ
、
書
簡
に

よ
る
学
問
指
導
は
先
生
が
亡
く
な
る

ま
で
続
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
安
曇
川
町

と
の
主
な
交
流
は
次
の
と
お
り
。

〈明
治
四
十
年
ご
ろ
〉
中
江
藤
樹
邸

跡
(
後
の
至
徳
堂
)
に
藤
樹
書
院

の
藤
を
株
分
け
。

〈昭
和
二
十
六
年
〉
大
洲
小
学
校
と

安
曇
川
町
青
柳
小
学
校
が
姉
妹
校

提
携
。

〈昭
和
三
十
三
年
〉

藤
樹
生
誕
三
五

O
年
祭
で
北
川
安
曇
川
町
長
、
大

洲
市
を
表
敬
訪
問
。

〈昭
和
四
十
九
年
〉
大
洲
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
と
高
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
姉
妹
提
携
を
結
ぶ
。
昭
和

五
十
年
に
第
一
回
青
少
年
内
地
交

換
留
学
の
実
施
。
以
後
、
隔
年
交

替
で
実
施
。

〈昭
和
六
十
二
年
〉
安
曇
川
町
か
ら

「
小
学
生
大
洲
の
旅
」
開
始
、
以

後
毎
年
実
施
。

〈平
成
十
年
〉

藤
樹
没
後
三
五

O

年
祭
に
大
洲
市
長
ら
が
参
加
。

平
成
十
一
年
は
、

大
洲
市
と
安
曇

川
町
と
も
に
市
町
制
施
行
四
十
五
周

年
の
記
念
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
記
念
の
年
に
、
藤
樹
先
生
の

教
え
を
誇
り
と
し
て
、
共
通
の
学
問

風
土
の
も
と
、
教
育
に
活
か
し
て
き

た
二

つ
の
都
市
が
、
よ
り
深
い
友
好

関
係
を
築
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
友
好
提

携
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
二
十
七
日
、
安
曇
川
町
か
ら

福
井
町
長
、
鈴
木
議
長
ら
関
係
者
三

十
人
が
訪
れ
、
本
市
の
桝
田
市
長
ほ

か
行
政
、
議
会
、

大
洲
藤
樹
会
な
ど

関
係
者
約
六
十
人
の
出
席
の
も
と
、

市
役
所
に
お
い

て
友
好
提
携
調
印
式

を
行
い
ま
す
。

調
印
式
で
は、

友
好
提
携
書
に
桝

田
市
長
と
福
井
町
長
が
署
名
し
、
市

旗

・
町
旗
の
交
換
な
ど
を
行
っ
て
、

両
都
市
の
提
携
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、
会
場
を
移
し
、
城
山

の
藤
樹
銅
像
横
で
フ
ジ
の
木
の
記
念

植
樹
式
、
交
流
会
を
行
っ
て
、
お
互

い
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

今
後
、
大
洲
市
と
安
曇
川
町
は
、

教
育
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
各
分
野

の
交
流
を
通
じ
て
、
相
互
の
友
好
を

一
層
深
め
、
互
い
に
提
携

・
協
力
し

合
っ
て
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

企藤樹書院(安曇川町)

...至徳堂(大洲高校敷地内/県指定史跡)
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高齢者年は国今年

心掛蹴
懇
義
塾
劃
芳
一

ぶ山知
曜
都
議
隊
事

{

一

O
三
歳
】

佐

子

ヨ

シ

ヱ

(

徳

森

)

{

一

O
二
歳
】

酒

井

ヒ

サ

コ

(

春

賀

)

【

一

O
O歳】

谷

岡

ヨ

シ

コ

(

新

谷

)

【
九
十
九
歳
】

梶
谷
喜
美
愛
(
上
須
戒
)

胸

福

ナ

カ

ヨ

(

田

口

)

【
九
十
八
歳
】

中
岡
ア
イ
ノ
(
菅
田
町
)

久
米
山
ス
エ
マ
(
西
大
洲
)

高
橋
ノ
ブ
ヨ
(
八
多
喜
)

上
野
ア
ヤ
ノ
(
平
野
町
)

成

岡

康

男

(

上

須

戒

)

中

田

ス

ミ

ヱ

(

柚

木

)

【
九
十
七
歳
】

甲

斐

ユ

フ

(

田

口

)

松

野

ハ

ツ

セ

(

田

口

)

大

隅

ダ

イ

(

若

宮

)

二

宮

サ

カ

ヱ

(

阿

蔵

)

大

田

ミ

サ

ヲ

(

田

口

)

祖
母
井
ユ
タ
カ
(
中
村
)

吉
田
シ
ズ
ヱ
(
西
大
洲
)

村
上
ア
キ
コ
(
菅
田
町
)

{
九
十
六
歳
】

近

藤

依

包

(

柳

沢

)

岡

本

カ

ヲ

ル

(

五

郎

)

尾
上
う
み
の
(
八
多
喜
)

沖

中

ハ

ツ

ヨ

(

新

谷

)

上

田

ハ

ル

ヱ

(

田

口

)

谷

口

直

夫

(

菅

田

町

)

白
石
ヨ
シ
コ
(
上
須
戒
)

兵

頭

ミ

ナ

セ

(

大

洲

)

石

村

タ

ケ

ヲ

(

五

郎

)

谷

野

ツ

チ

ヱ

(

藤

縄

)

浦

上

八

重

子

(

大

洲

)

岸

本

サ

カ

ヱ

(

中

村

)

棲
江
ツ
ル
ヨ
(
菅
田
町
)

須
内
モ
冶
ヨ
(
八
多
喜
)

吉

田

モ

モ

ノ

(

田

口

)

{
九
十
五
歳
}

岡

崎

リ

キ

ヱ

(

柳

沢

)

松
平
イ
サ
ミ
(
平
野
町
)

菊

地

イ

チ

ノ

(

大

洲

)

池

田

静

喜

(

市

木

)

吉

岡

マ

サ

コ

(

若

宮

)

宮

岡

ミ

ノ

ル

(

大

洲

)

森

本

定

満

(

菅

田

町

)

奥

谷

ソ

ヨ

(

田

口

)

二
宮
タ
カ
子
(
新
谷
町
)

蔵
田
ト
メ
ノ
(
平
野
町
)

【
九
十
四
歳
】

白
石
キ
ク
ヨ
(
上
須
戒
)

三

瀬

秋

俊

(

中

村

)

辻

キ

ク

コ

(

菅

田

町

)

金
房
金
治
郎
(
菅
田
町
)

飯
野
チ
ヱ
コ
(
常
磐
町
)

河
野
ミ
ナ
コ
(
常
磐
町
)

横

溝

ハ

ツ

ヱ

(

中

村

)

松

岡

幹

愛

(

成

能

)

矢
野
ハ
ル
カ
(
平
野
町
)

浅

松

岩

園

(

春

賀

)

山
本
ト
キ
ヱ
(
八
多
喜
)

田
内
ヨ
シ
ヲ
カ
(
中
村
)

菊上成山森門後 祖 中 都 清 徳 田 城 大向西水伊森井徳渡松山高宮【藤二藤白平松金松佐森
母 九々

地田岡本野脇藤 井岡 合水 山中 戸野井田沼賀山上永 見本岡武十尾宮田石田岡橋盛木岡

トフ盛シ留タタ浅コ佳市ヒ石サハ三カコモシカ秋キ九ミト義歳イ徳ナ玉南オ麻ツヨト
ミ ナ マ ト太太デカナメフミゲジミ チク】ワ太 之ト ヨシラ

ヨヲ衛ヨ吉子ヨ徳ヨ郎郎ヲ子エヨ綱ヨジヱヨヱ吉ヱ平ヲヨ男 子郎ヲ子衛リ子シノヲ

五平 五上 菅成大人菅平若徳田阿梅恋菅 徳 中 田 松 市 西 大 上 藤 中 東中五田菅徳大横平東
野 須田多田野 田 大須 大 田 野大

郎町郎戒町能洲喜町町宮森口蔵川木町森村処尾木洲洲戒縄村 洲村郎処町森洲野町洲

4 

【
九
十
二
歳
}

梅

崎

ミ

ツ

コ

(

徳

森

)

山

内

ミ

ヤ

ヱ

(

森

山

)

富
永
マ
ツ
子
(
菅
田
町
)

片

岡

常

子

(

中

村

)

伊

達

ハ

ル

ヤ

(

森

山

)

平

野

勲

(

新

谷

町

)

竹

田

シ

ゲ

子

(

新

谷

)

上

杉

勝

子

(

市

木

)

白

石

モ

ン

(

新

谷

)

水
本
フ
サ
ヱ
(
菅
田
町
)

町

ア

キ

ノ

(

徳

森

)

佐

清

喜

(

大

洲

)

賓

敏

雄

(

平

野

町

)

浅

良

雄

(

田

口

)

一

サ
ツ
コ
(
柳
沢
)

中

竹

市

(

中

村

)

森

晴

(

新

谷

町

)

坂

モ

ミ

ヱ

(

市

木

)

大

ミ

カ

(

稲

積

)

大

春

子

(

大

洲

)

宮

千

春

(

米

津

)

藤

ミ

ツ

ギ

(

高

山

)

永

ツ

ヤ

ヱ

(

田

処

)

中

ハ

ル

ミ

(

菅

田

町

)

中

ミ

サ

オ

(

新

谷

)

桝

篤

美

(

若

宮

)

往

ミ

ツ

ヨ

(

西

大

洲

)

中

正

一

(

喜

多

山

)

城

コ

ト

ヱ

(

菅

田

町

)

二

ハ

ツ

ヱ

(

西

大

洲

)

矢

田

鶴

子

(

新

谷

町

)

唐

ヤ

ツ

ル

(

市

木

)

大

モ

ト

メ

(

新

谷

)

小

柴

(

大

洲

)

大

滝

長

(

徳

森

)

山

マ

ツ

ヱ

(

大

洲

)

石

シ

ズ

カ

(

藤

縄

)

岡口野倉成石 野宮戸岡田田島村成本川島川本田岡山野藤田



広報ああず '99 9月号

議議必等斡緩機必韓議縄経緯訟鋭機必峰寄金曜鵜
松村松清宮松池河井 久楠

マ
キ
ヨ
(
森
山
)

ウ
タ
子
(
若
宮
)

正

直

(

五

郎

)

ツ
ギ
ヨ
(
新
谷
町
)

サ
ト
ミ
(
阿
蔵
)

正
次
郎
(
新
谷
町
)

浪
子
(
平
野
町
)

シ
ヅ
コ
(
平
野
町
)

る
ゑ
子
(
柚
木
)

タ

マ

(

市

木

)

竹
夫
(
西
大
洲
)

林上井水本田田内上 保野

梶山向内冨中井堀山藤姫賓松下井尾宮住笹西大漬【
之 九

問中井山永川上内下原野藤本井上中元友田尾森田十

ハ チ マ 君ツ ヨ光長キ初キ捷冨 平数チ 始ア歳
ルツシクク ヨ キ 】
コヱヨ子 ター コ好行ヱ枝コ賓志進八美子秋繁長ノ

八徳松新森菅新八成徳阿平菅中阿阿新 大大西中手
多 田多野田 大
喜森尾谷山町谷喜能 森蔵 町町 村蔵 蔵谷洲洲洲村成

成井守二藤池上松村武大山藤佐秋植藤 田上今中三神池谷宮永上菊冨道都豊長篠梶大宮

岡 上野宮本田甲本上知塚崎田野山木堂中 甲 岡 野 瀬 岡 田 岡 田 見 団 地 永 岡 築 川 岡 崎 谷野元

ソ

ヨ

(

新

谷

)

富
士
江
(
新
谷
)

フ
ジ
コ
(
平
野
町
)

ク
ニ
カ
(
柳
沢
)

ミ
ヤ
コ
(
菅
田
町
)

ス

ミ

(

大

洲

)

聖

次

(

中

村

)

か
ね
子
(
田
口
)

梅

雄

(

市

木

)

モ
モ
ヱ
(
田
口
)

こ

の

(

柚

木

)

ミ
セ
子
(
五
郎
)

ナ
ミ
ヱ
(
市
木
)

マ
チ
コ
(
喜
多
山
)

正
徳
(
菅
田
町
)

藤

子

(

中

村

)

ヤ
ヱ
コ
(
五
郎
)

ハ
ナ
コ
(
菅
田
町
)

キ
ヌ
ヱ
(
平
野
町
)

ミ
ツ
子
(
春
賀
)

ハ
ヤ
ノ
(
西
大
洲
)

フ
ジ
ヱ
(
市
木
)

ハ
ナ
子
(
北
只
)

喜
美
子
(
西
大
洲
)

ト
ミ
ノ
(
手
成
)

ス
ミ
ヱ
(
柚
木
)

ト
ク
ヨ
(
中
村
)

正
男
(
喜
多
山
)

寅
之
助
(
八
多
喜
)

シ
ゲ
子
(
菅
田
町
)

ミ
チ
子
(
上
須
戒
)

富
士
島
(
稲
積
)

定

重

(

柚

木

)

竹

雄

(

松

尾

)

鹿

子

(

新

谷

)

マ
チ
ヱ
(
大
洲
)

早

男

(

新

谷

)

キ
ク
ヱ
(
五
郎
)

清

水

秋

西

野

孝

【
九
十
歳
}

金
房
ヒ
デ
子
(
菅
田
町
)

東

近

藤

(

菅

田

町

)

土

口

西

尾

(

新

谷

町

)

猪

直

政

(

田

口

)

山

フ

ジ

ヨ

(

菅

田

町

)

下

オ

シ

ゲ

(

稲

積

)

往

千

代

子

(

北

只

)

奥

賀

子

(

柚

木

)

梶

守

(

春

賀

)

白

茂

義

(

田

口

)

森

藤

雄

(

新

谷

)

森

タ

ニ

ヱ

(

平

野

町

)

井

ミ

サ

ヲ

(

平

野

町

)

都

長

義

(

米

津

)

平

ヒ

ロ

エ

(

新

谷

町

)

松

書

憲

子

(

柏

木

)

白

フ

ミ

コ

(

大

洲

)

大

ト

シ

ヨ

(

春

賀

)

三

マ

サ

コ

(

若

宮

)

山

陽

太

郎

(

若

宮

)

松

ヨ

シ

ヱ

(

田

口

)

小

千

恵

子

(

大

洲

)

田

ナ

ミ

ヱ

(

八

多

喜

)

山

フ

ジ

ヱ

(

藤

縄

)

武

峻

隣

(

阿

蔵

)

直

ス

ミ

ヱ

(

若

宮

)

寺

シ

ゲ

ヨ

(

菅

田

町

)

水

福

春

(

平

野

町

)

夏

ツ

ヤ

子

(

中

村

)

丸

ヨ

シ

子

(

北

裏

)

福

園

重

(

阿

蔵

)

村

ア

キ

(

平

野

町

)

斉

ウ

メ

コ

(

菅

田

町

)

松

八

重

子

(

大

洲

)

梶

節

子

(

平

野

町

)

子
(
市

行
(
田

処木

原 本 藤田崎井井本谷本田本中西下本瀬谷岩井野築上本岡石原田田波岡野川

若西田町
d

ザ官一
一

西山渡安八玉
{
ヰ
小長井藤中上浅…宕

寸.・
l
l

一
敬
老
年
金
と
パ
ス
タ
オ
ル
を
贈
り
ま
す

一
大
洲
市
で
は
、
老
人
福
祉
の
増
進

一
の
た
め
、
「
敬
老
年
金
」
と
「
パ
ス
タ

…
オ
ル
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

一
{
対
象
者
】

一
平
成
十
一
年
九
月
十
五
日
現
在
、

一
大
洲
市
に
引
き
続
き
三
カ
月
以
上
住

一
所
の
あ
る
人
で
、
次
の
要
件
に
該
当

…
す
る
人

一
①
敬
老
年
金
は
、
九
月
十
五
日
現
在

一
で
、
満
八
十
歳
以
上
の
人
(
大
正
八

一
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

一
②
パ
ス
タ
オ
ル
は
、
九
月
十
五
日
現

…
在
で
、
満
七
十
歳
以
上
の
人
(
昭
和
四

一
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

一
{
敬
老
年
金
の
支
給
}

田野田野井藤尾元木嶋川部田尾宮居野所山藤

フ
ミ
コ
(
田
口
)

義

弘

(

米

津

)

タ

ニ

(

大

洲

)

登
代
(
平
野
町
)

フ
ジ
コ
(
若
宮
)

ヨ
シ
カ
(
稲
積
)

ト
ミ
コ
(
若
宮
)

妃

贋

(

稲

積

)

タ
カ
ヱ
(
新
谷
町
)

里

美

(

大

洲

)

ア

ヤ

(

新

谷

)

ヤ
イ
コ
(
松
尾
)

園
繁
(
西
大
洲
)

ハ
ル
コ
(
阿
蔵
)

イ
ワ
コ
(
阿
蔵
)

カ
メ
コ
(
北
相
{
呂
)

サ
ワ
ヨ
(
平
野
町
)

チ
カ
ヨ
(
市
木
)

タ
ケ
ミ
(
平
野
町
)

仲

衛

(

田

口

)

谷

本

タ

カ

(

平

野

町

)

中

原

ス

ガ

ヨ

(

五

郎

)

首

藤

直

幸

(

中

村

)

宇
都
宮
ミ
サ
オ
(
柚
木
)

中

岡

助

市

(

菅

田

町

)

浅
岡
カ
子
コ
(
菅
田
町
)

佐

野

藤

江

(

新

谷

)

朝

日

甫

(

平

野

町

)

越

智

カ

ヲ

ル

(

田

口

)

池

田

千

代

子

(

新

谷

)

入

野

喜

子

(

大

洲

)

後
藤
ミ
ト
セ
(
八
多
喜
)

尾

上

利

則

(

徳

森

)

菊

地

忠

男

(

阿

蔵

)

城

滝

繁

蕎

(

森

山

)

菊

地

マ

サ

コ

(

市

木

)

矢

野

シ

ズ

ヱ

(

蔵

川

)

原

チ

エ

子

(

平

野

町

)

※
こ
こ
に
掲
げ
た
お
名
前
は
七
月
末
現
在
の
も
の

で
す
。
年
齢
計
算
日
は
九
月
一
日
で
す
。
韮の、

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

V
日
時
九
月
十
六
日
十
七
日
一

午
前
九
時
j
午
後
四
時
三
十
分
一

V
場

所

肱

南

・

久

米

地

区

一

市
役
所
一
階
ロ
ビ
l

一

肱
北
・
喜
多
・
平
地
区
一

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一

一
階
ロ
ビ
l

一

そ

の

他

の

地

区

一

各

連

絡

所

一

V
持
参
品
印
鑑
・
通
知
の
は
が
き
一

※
パ
ス
タ
オ
ル
は
各
個
人
に
九
月
末
一

日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。
一

詳
し
く
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
一

内
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
一

宮
⑫
0
3
1
2
」

5 



9月号広報ああず '99

平成10年 4月 1日

~平成11年 3月31日
平成10年度

市の財政事情を
大
洲
市
長

桝

田

お知らせします

輿一般会計予算執行状況

仁コ 予算額 181億6，501万円

仁コ 執行額 170億4，079万円

仁コ 予算額 181億6，501万円

亡コ 執行額 177億6，754万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条

お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
十
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

出歳入歳

50億1，201万円
48億7，745万円

29億7，738万円

26億1，652万円

55億 690万円

56億6，841万円

37億8，932万円

38億4，621万円

25億5，366万円

24億6，847万円
27億7，760万円
26億 880万円

I r雪也立!??2233P

EfE E司
日何?Eヨ
日玉司|町ず費巴
町 巨匠P
E司巴2EP

15億8，717万円

15億5，688万円

13億4，475万円

13億1，456万円

9億4，632万円

8億6，787万円

7億8，312万円

7億8，312万円

15億5，769万円

11億4，511万円

9億8，396万円

9億6，562万円
6億4，520万円

6億4，436万円

4億6，220万円
41;意5，892万円

3億8，600万円
4億 22万円

10億3，434万円

6億5，666万円
17億7，286万円
18億 344万円

50億円40 30 20 10 。。10 20 30 40 日60億円

市税と市民負担の状況

6 

項
市 民 税 固定資産税 たばこ税 軽自動車税

.d. 
Eヨ

腕 11陸盛 盆目
→ l! 『l 計

金 額 19億 710万円 16億5，279万円 2億2，294万円 6，338万円 38億4，621万円

1世帯当たり 134，094円 116，213円 15，675円 4.456円 270.438円

1人当たり 48，615円 42，132円 5，683円 1，615円 98，045円

構成比 49.6% 43.0% 5.8% 1.6% 100.0% 



7 

広報ああず '99 9月号

(公債費の状況) (一般会計性質別予算執行状況)

区分 借入先

大蔵省

般 郵政省

~ 、 その他

計 小計

特 大蔵省

J3U 郵政省

~ その他

計 小計

三口〉、 計

種別

宅 地

山 林

田 土田

雑種地

件 現在高 一世帯当たり 一人当たり

125 67億5，820万円 475，193円 172，279円

49 24億 244万円 168，924円 61，243円

116 83億3，070万円 585，761円 221，366円

290 174億9，134万円 1，229，878円 454，888円

36 33億7，756万円 237，488円 86，100円

42 16億1，049万円 113，239円 41，054円

22 12億4，039万円 87，216円 31，619円

100 62億2，844万円 437，943円 158，773円

390 237億1，978万円 1，667，821円 613，661円

(市有財産の状況)

面 積 等 z 人¥ 額

575，739m' 45億9，730万円

2，830，251m' 5，296万円

114，093m' 1億9，059万円

120，363m' 8億9，300万円

補助費等

23億5，680万円
(13.8%) 

自平成10年4月1日
至 平 成11年 3月31日

普通建設事業費

44億7，356万円
(26.3%) 

人件費

33億9，652万円
(19.9%) 

建 物 210，990m' 246億9，903万円

JL 木 63，402m3 3億4，552万円 (事業会計の状況)

財 政 調 整 基 五八 5億6，203万円 総収益 総費用 当期純利益
国民健康保険財政調整基金 4億1，870万円

土 地 開 ゴマ口、. 基 ノ~ 6億2，587万円 工業用水道 724万円 599万円 125万円

その他特 定目 的基金 12億8，397万円 7.K 道 6億3，708万円 5億5，182万円 8，526万円
出 資 金 5億 361万円

ム口 計 33億9，418万円 病 院 31億8，532万円 30億6，865万円 l億1，667万円

特別会計
国民健康保険 園保診療所 老人保健 公共下水道事業 交通傷害保障

暴 調 轟事の状況 挙甑 場.
予算現額 28億6，087万円 2，998万円 43億7，673万円 14億4，873万円 767万円

収入済額 30億9，091万円 2，186万円 42億8，750万円 '11億4，720万円 816万円

支出済額 27億9，586万円 2，558万円 43億3，085万円 11億2，850万円 712万円

差 ヲi 2億9，505万円 ム 372万円 ム 4，335万円 1，870万円 104万円

土地取得造成 住宅新築資金 簡易水道 農業集落排水 駐車場事業¥

輸
等貸付事業

rf:m 鋭ごι吋ー治も一也ー 固過暗¥
2，068万円 1億2，343万円 2億2，998万円 3，837万円 5，067万円

2，063万円 6，112万円 2億2，939万円 3，715万円 4，867万円

2，063万円 1億2，330万円 2億2，501万円 3，715万円 4，867万円

0円 ム 6，218万円 438万円 0円 0円



9月号広報ああず '99

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

「と
み
す
寮
」
で
は
、
平
成
十
一
年

度
の
職
員
募
集
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

{採
用
予
定
職
種
、
人
員
及
び
学
歴

な
ど
}

A

生
活
相
談
員
(
高
校
卒
以
上
)

一
人
程
度

B

介
護
職
員
(
高
校
卒
以
上
)

十
二
人
程
度

C

看

護

職

員

一

人

程

度

D

栄

養

士

一

人

程

度

E

調

理

員

一

人

程

度

F

介
助
員
兼
運
転
手
(
高
校
卒
以

上

)

二

人

程

度

【応
募
資
格
】

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
禁
治

産
者
な
ど
)
に
該
当
し
な
い
人

③
日
曜
、
祝
日
の
勤
務
が
可
能
な
人

④
採
用
後
、
市
内
に
居
住
可
能
な
人

⑤
A
・
B
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高

等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人
、
ま

た
は
平
成
十
二
年
三
月
末
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人

⑤
C
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
婦

(
士
)
の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
平
成
十
二
年
三
月
末
ま
で
に

免
許
取
得
見
込
み
の
人

⑦
D
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
栄
養
士

の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平

成
十
二
年
三
月
末
ま
で
に
免
許
取

得
見
込
み
の
人

③
E
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
調
理
師

の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平

成
十
二
年
三
月
末
ま
で
に
免
許
取

得
見
込
み
の
人

⑨
F
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学

校
以
上
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は

平
成
十
二
年
三
月
末
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
有
す
る
人

{受
付
期
間
}

平
成
十
一
年
九
月
二
十
七
日
何
j

十
月
十
八
日
開

{問
い
合
わ
せ
先
}

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
大
洲
喜
多
特
別
養
護

老
人
ホ
l
ム
「
と
み
す
寮
」
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
5
7
1
0

9
月
9
日
は

救

急

の

日

9
月
9
日
は
救
急
の
日
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
身
の
ま
わ
り
で
起

こ
る
病
気
や
ケ
ガ
に
対
し
て
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
必
要
な

応
急
手
当
が
で
き
ま
す
か
。
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
に
行
う
皆
さ

ん
の
応
急
手
当
が
、
生
命
を
救
う

た
め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。
万

一
の
と
き
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
応
急

手
当
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
で
は
、
正
し
い
応
急
手

当
普
及
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
お
気
軽
に
消
防
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
洲
消
防
署
宮
@
0
1
1
9

今
年
も
き
れ
い
で
し
た
。
水
天
宮
花
火
大
会

法政

:

;

建

ボ
-
フ
〆
-
T
ィ
?
ス
タ
ヴ
フ
ヰ
民

ρ
o
d
F
 

大

集

お
お
す
浪
漫
祭
事
務
局
で

は
、
今
年
も
知
恵
と
汗
を
出

し
合
い
な
が
ら
、

お
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
る

『
お
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
』

を
募
集
し
ま
す
。

今
年
も
大
洲
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、

十
一
月
三
日
に
肱
南
地
区
の
お
は
な

は
ん
通
り
や
中
町
三
丁
目
、
お
お
ず

赤
煉
瓦
館
な
ど
を
舞
台
に
「
お
お
ず

浪
漫
祭
』
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

お
は
な
は
ん
通
り
で
は
大
道
芸
や
昔

な
つ
か
し
い
露
庖
、
中
町
三
丁
目
で

は
昭
和
三
十
年
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

横
丁
を
演
出
し
、
赤
煉
瓦
館
で
は
レ

ト
ロ
調
の
雰
囲
気
の
お
庖
な
ど
多
彩

な
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

『
お
お
ず
浪
漫
祭
』
は
、
大
洲
が

製
糸
・
木
ロ
ウ
な
ど
の
生
産
地
と
し

て
栄
え
た
明
治
・
大
正
の
こ
ろ
や
、

昭
和
三
十
年
代
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切

に
し
て
、
そ
こ
に
集
う
人
々
が
古
き

良
き
大
洲
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
お
う

8 

11 
と
い
う
も
の
で
す
。

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
ま
つ
り

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
い
っ
し
ょ
に

知
恵
と
汗
を
出
し
て
も
ら
う
人
を
募

集
し
ま
す
。
大
道
芸
人
や
人
力
車
夫

と
し
て
、
あ
る
い
は
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
は
た

ま
た
、
赤
煉
瓦
館
や
お
は
な
は
ん
通

り
を
昔
な
つ
か
し
い
雰
囲
気
に
飾
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
な
ど
、
参
加

の
仕
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

{お
お
ず
浪
漫
祭
事
務
局
】

大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課

ま
ち
づ
く
り
対
策
係

宮
(
切

2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)



9月号広報ああず '99

公
共
下
水
へ
の

接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
は
、
清
ら
か
な
肱
川

の
流
れ
を
守
り
、
快
適
で
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
を
築
く
た
め
の
基
幹
的

な
施
設
で
す
。
平
成
七
年
よ
り
供
用

開
始
し
て
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、

融
資
あ
っ
せ
ん
の
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
、
肱
南
処
理
区
域
内
に
住
ん
で

い
る
人
は

一
日
も
早
く
汚
水
を
公
共

下
水
道
へ
流
す
た
め
の
「
排
水
設
備
」

を
つ
く
り
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

市営住宅柚木第4団地入居者募集

な
お
、
工
事
を
す
る
と
き
は
、
必

ず
市
が
指
定
し
た
工
事
庖
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
補
助
し
ま
す

大
洲
市
で
は
、
環
境
保
全
に
大
き

な
効
果
の
あ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
人
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
平
成
十
二
年
度
に
住
宅

の
新
築

・
増
改
築
等
を
計
画
さ
れ
て

い
る
人
は
、
こ
の
補
助
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
採
択
件
数

に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

一
補
助
対
象
と
な
る
浄
化
槽
の
規
模
】

五
人
槽
j
十
人
槽

{
補
助
限
度
額
}

五

人

槽

三

十

五

万

四

千

円

六
j
七
人
槽
四
十

一
万

一
千
円

八
i
十
人
槽
五
十
一
万
九
千
円

{
申
し
込
み
時
の
準
備
物
}

新
築
・
増
改
築
等
の
具
体
的
な
計

画
(
建
築
場
所

・
建
築
時
期
・
面

積
な
ど
)
を
示
せ
る
資
料

{
補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
地
区
}

.
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

肱
南
地
区

・
公
共
下
水
道
が
計
画
さ
れ
て
い
る

肱
北
地
区
の

一
部

-
農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ
て
い

る
八
多
喜
地
区
の

一
部

{
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
}

下
水
道
課

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
2
5
2
)

北只地区に建設中の市営住宅柚木第 4団地の入

居者を次のとおり募集します。

【募集戸数112戸

建物鉄筋コンク リート造4階建 1棟

3LDK 

所在地北只 4番地 1

【入居申込受付期間】

平成11年10月 5 日ω~15 日幽(土 ・ 日・祝日を除く)

午前 9時~午後 5時

[入居開始時期]

平成11年11月中

[入居申込資格】

①大洲市内に住所、または勤務場所を有する人。

②現に同居し、または同居しようとする親族が

あること。ただし、 50歳以上の人、身体障害

者手帳を保持し、 1級から 4級までに該当す

る人などは、単身でも申込可能。

③市税を滞納していない人。

④入居申込者及び同居する親族の過去 1年間の

所得金額の合計から、各種控除(扶養親族、障

害者、老年者など)したものを12で除した額

が20万円以下であること。(障害者等について

は26万8千円以下)

⑤現に住宅に困窮していることが明らかな人。

[申込受付友び問い合わせ先]

監理課公営住宅係宮⑫21 1 1 (内線382)

一

介
護
保
険

持

シ
リ
ー
ズ

申

前
回
に
引
き
続
い
て
、
介
護
保
険

事
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

帯
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

時

前
回
ご
紹
介
し
た
在
宅
サ
ー
ビ
ス

時
は、

要
介
護
認
定
に
お
い
て
要
支
援

措

の
認
定
を
受
け
た
人
と
要
介
護
l
j

語
要
介
護
5
の
認
定
を
受
け
た
人
が
利

詰
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見

今
回
ご
紹
介
す
る
施
設
サ
ー
ビ
ス

自
は
、
要
介
護
1
1
要
介
護
5
の
認
定

自
を
受
け
た
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

自

(
施
設
サ
ー
ビ
ス
)

岳

O
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
(
特
別

自

養
護
老
人
ホ
ー
ム
)

車

日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
介
護
が

串
必
要
で
、
在
宅
で
の
適
切
な
介
護
が

申
困
難
な
場
合
に
入
所
し
、
必
要
な
介

事
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

申

O
介
護
老
人
保
健
施
設

時

病
状
が
安
定
し
て
い
る
人
が
、

家

時
庭
で
の
生
活
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、

担
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す

語
る
医
療
と
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

語
き
ま
す
。

時

O
介
護
療
養
型
医
療
施
設

員

長
期
間
に
わ
た
る
療
養
や
介
護
が

自
必
要
な
場
合
に
入
所
し
て
、
介
護
な

民
ど
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
そ
の
他
必

車
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

事

ま
た
、
こ
う
し
た
直
接
の
介
護
以

明
外
に
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
予

事
定
し
て
い
ま
す
。

E
O
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

語

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用

NO.5 

j
j
j
J
 

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
ー

者
負
担
が
著
し
く
高
額
で
あ
る
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
状
況
に
応
じ

た
一
定
額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

O
資
金
貸
付

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負

担
が
高
額
に
な
り
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
支
給
ま
で
の
問
、
経
済
的

に
困
難
な
状
況
に
あ
る
場
合
、
資
金

の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

O
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

要
介
護
認
定
を
受
け
て
実
際
に
在

宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
計

画
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
専
門
家

(H
介
護
支
援
専
門
員
)

が
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
と
の
調
整
を

行
な

っ
た
う
え
で
、
利
用
計
画
を
作

成
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
計
画
作
成

に
つ
い
て
は
、
次
回
、
詳
し
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
で
は
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
へ

直
接
、
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
、
福

祉
事
務
所
へ
申
請
を
し
て
、
市
内
の

事
業
者
が
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
で
選
ん
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
具

体
的
に
提
供
す
る
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
正
式
に
決
定
さ
れ
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

品
川
ww品
川
W
品
川
W
品
川
V

9 
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第

大
洲
市
は、

市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

市
政
施
行

五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(
二
O
O
四
)
の
完
成
を

目
指
し
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
の
ご
意
見

も
募
集
し
て
い
ま
す。

商
工
観
光
課
ま
ち
づ
く
り
対
策
係

8
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
4
)

天
守
閣
復
元
を
夢
見
て
・
.. 

大
洲
史
談
会
理
事

久

保

博

信

さ

ん

自

確
か
十
八
年
前
く
ら
い
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
大
洲
史
談
会
の
有
志
で

市
内
を
中
心
に
大
洲
城
天
守
閣
復
元

の
署
名
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
時

は
、
歴
史
遺
産
で
あ
り
観
光
資
源
で

あ
る
大
洲
城
を
な
ん
と
し
て
も
復
元

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
史
談
会
に
加
入
し
て
い
る

建
築
関
係
者
な
ど
二
十
人
ほ
ど
に
声

を
か
け
て
、
昔
の
人
が
出
来
た
こ
と

だ
か
ら
我
々
で
も
出
来
る
と
い
う
こ

と
で
、
自
ら
の
手
で
天
守
閣
を
復
元

し
よ
う
と
試
み
て
い
ま
し
た
。
材
木

に
つ
い
て
も
寄
付
し
て
い
た
だ
け
る

と
い
う
お
話
し
が
あ
っ
た
の
で
、
本

格
的
に
実
現
で
き
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時

の
大
洲
市
は
、
基
盤
整
備
や
公
共
施

号37 

設
の
整
備
な
ど
が
不
十
分
で
、
市
の

財
政
的
な
事
情
か
ら
断
念
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
天
守
閣
が
い
よ
い
よ
平
成
十

六
年
に
完
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
洲
城
は
明
治
二
十

一
年
に
取
り
除

き
に
な
り
ま
し
た
の
で
約
百
十
年
ぶ

り
の
復
元
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

句旬、.¥

文
化
財
・
観
光
資
源
と

し
て
の
大
洲
城

大
洲
城
天
守
閣
が
万
が

一
残
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
国
宝
と
な
る
よ
う

な
文
化
財
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
大
洲
城
が
史
実
に
忠
実
に
復
元
さ

れ
る
な
ら
ば
、
国
宝
と
は
な
ら
な
く

て
も
、
文
化
財
的
な
価
値
は
評
価
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
現
在

あ
る
城
跡
全
体
も
天
守
閣
を
中
心
と

し
た
歴
史
遺
産
と
し
て
再
評
価
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

は
、
大
洲
城
の
な
か
で
も
特
に
石
垣

が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
城
跡

の
下
方
か
ら
見
上
げ
た
石
垣
は
壮
観

で
す
。
天
守
閣
が
完
成
し
た
ら
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
周
辺
を
散
策
し
て
、
城

跡
全
体
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

天
守
閣
の
復
元
は
今
に
伝
わ
る
史

料
の
集
大
成
に
よ
り
出
来
上
が
る
も

の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
史
料
を
展
示

し
、
大
洲
城
を
訪
れ
た
人
に
、
そ
の

文
化
財
的
な
価
値
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
将
来
は
近
く
に
資
料
館

を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

文
化
財
と
し
て
の
大
洲
城
は
同
時

に
観
光
資
源
に
も
な
り
得
ま
す
。
肱

川
橋
か
ら
眺
め
る
大
洲
城
の
風
景
、

富
士
山
か
ら
見
下
ろ
し
た
と
き
の
風

景
、
天
守
閣
は
観
光
名
所
と
し
て
も

絵
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
臥

龍
山
荘
、
お
は
な
は
ん
通
り
周
辺
か

ら
大
洲
城
に
向
け
て
歩
く
観
光
客
の

姿
、
商
庖
街
の
賑
わ
い
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。

夢
の
実
現
に
向
け
て

い
よ
い
よ
募
金
活
動
が
始
ま
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
募
金
活
動
の
主
目

的
は
財
源
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
こ
と
に
よ
り

『私
た
ち
の

手
で
天
守
閣
を
復
元
し
た
の
だ
」
と

い
う
実
感
が
残
り
、
今
後
の
事
業
へ

の
関
心
が
一
層
高
ま
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
天
守
閣
の
復
元
は
、

待
ち
に
待
っ
た
夢
で
あ
り
ま
す
。
夢

の
実
現
へ
微
力
な
が
ら
力
添
え
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

思
想
は
改
革
し
て
新
し
く
:
・
古
き

建
物
は
大
切
に
し
た
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

学
び
続
け
る

す
ぼ
ら
し
さ

こ

う

ち

し

な

い

な

が

か

が

み

が

わ

あ

ゆ

高
知
市
内
を
流
れ
る
鏡
川
で
は
鮎

ひ

と

す

カ

た

み

つ
り
を
す
る
人
の
姿
が
見
か
け
ら
れ

わ

え

し

し

つ

こ

う

し

こ

く

ち

く

技
れ
沈
…〈山
中
託
ぬ
い「
守
山
同
国
園
地
区

同
和
教
育
研
究
大
会
に
参
加
す
る
た

め
高
知
に
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

お

お

ず

し

め

い

大
洲
市
か
ら
叫
吐
い
叶
名
の
人
が
渉

加
し
ま
し
た
。
最
高
齢
は
七
汁
仇
減

に
な
ら
れ
る

Y
さ
ん
で
ず
。
老
人
会

均

U
ち

ょ

う

お

と

ろ

の
会
長
さ
ん
で
♂
緒
川
た
こ
と
に
、

に
の

Y
さ
ん
伊
岨
ー
沼

λ
押
ど

うの
川
以

入
っ
て
い
る
分
科
会
の
会
場
で
幾
度

て

あ

ま

え

た

も
手
を
挙
げ
て
マ
イ
ク
の
前
に
立
ち
、

と
う
と
‘
つ
M
F
F
吋
人

堂
々
と
発
言
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の

し

っ

た

い

わ

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
体
ど
こ
か
ら
湧
い

て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

せ
ん
ね
ん
た
い
び
ょ
う
わ
ず
ら

な
ん
で
も
先
年
大
病
を
患
わ
れ
、

お

お

し

ゅ

じ

ゅ

っ

大
き
な
手
術
を
し
て
お
ら
れ
る
そ
う

で
す
が
、
お
見
か
け
し
た
と
こ
ろ
、

け
'
A

き

と
て
も
お
元
気
そ
う
で
、
よ
ほ
ど

け

ん

こ

う

き

健
康
に
気
を
つ
か
っ
て
お
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
も
増
し
て
、
元

み

な

も

と

ま

え

む

し

気
の
源
は
前
向
き
の
生
き
方
に
あ
る

お
も

と
思
い
ま
し
た
。

な

か

す

み

Y
さ
ん
の
バ
ッ
グ
の
中
に
は
「
住

た

い

わ

し

ゅ

、

っ

さ

い

き

ん

は

つ

か

ん

井
す
え
対
話
集
」
位
、
最
近
発
刊
さ

机
た
ば
か
り
初
「
加
・
住
井
す
え
を

語
る
」
の
二
冊
の
本
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。ち

か

と

う

き

ゅ

う

か

い

「
近
ご
ろ
は
同
級
会
も
せ
ん
よ
う

に
な
勺
ま
し
て
な
」
之
害
わ
れ
ま
す
。

そ
し
v

'

一

2

:

2

J

2

同
級
生
の
方
た
ち
が
次
々
と
世
を
去
っ

10 
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人
権
と
同
和
教
育

し

だ

い

か

ず

す

く

て
、
次
第
に
数
も
少
な
く
な
っ
た
か

ら
だ
そ
う
で
す
。ね

ん

だ

い

せ

ん

そ

う

「
あ
な
た
の
年
代
の
方
は
、
戦
争

に
行
か
れ
ま
し
た
ね
」
と
言
い
ま
す

だ
ん

U

は
ん
す
う

と
ド
同
級
生
の
男
子
の
汗
激
近
く

が
撒
死
し
ま
し
た
」
と
、
残
念
そ
う

に
話
さ
れ
ま
し
た
。

せ

ん

じ

ち

ゅ

う

〈

な

ん

じ

だ

い

せ

ん

ご

戦
時
中
川
り
苦
難
の
時
代
や
戦
後
の

き
ゅ
う
ほ
、
一
勺
せ
U
カ

っ

こ

ん

に

ち

た

い

溺
乏
生
諸
吋
は
じ
め
、
今
日
ま
で
大

変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

も

の

ゆ

た

げ

ん

だ

い

う
。
物
の
豊
か
な
現
代
に
あ
っ
て
、

こ

こ

ろ

う

し

な

せ

だ

い

心
の
豊
か
さ
も
失
わ
ず
に
い
る
世
代

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
れ
い
か
し
や

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
膏
齢
化
社

カ
lv

む

治

と

う

わ

も

ん

た

し

会
を
迎
え
る
に
つ
け
、
同
和
問
題
の

そ
う
き
A
U
U

け

勺

し

ゃ

早
期
解
決
の
沈
め
に
お
、
高
齢
者
の

同
和
教
育
が
特
に
大
切
で
あ
る
化
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

ね

っ

し

ん

ま

な

誌、

Y
さ
ん
の
よ
う
に
撚
め
に
学
び

続
け
て
お
ら
れ
る
方
の
存
在
は
、

デ
私

た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い
励
み

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

じ

ゅ

う

と

き

さ

ん

か

ん

い

う
官

由

は

土

携

戸

神

」

強

込

と
誼
っ
た
自
由
民
権
運
動
の
発
祥
地

高
知
々
の
大
会
も
お
わ
り
、
私
た
ち

は
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

な

ん

こ

く

っ

ゅ

な

か

や

す

南
国
高
知
は
、
梅
雨
の
中
休
み
で
、

血

あ

お

ぞ

ら

抜
け
る
よ
う
な
青
空
が
ど
こ
ま
で
も

ひ
ろ広

が
っ
て
い
ま
し
た
。



e嶋 崎町

五郎大橋の開通式ガ行われました。県知事、市長らが記念のテープ
カットゃくす宝割りを行った後、喜多小学校の金管鼓笛隊を先頭に、
三世代で招待された東山家 ・西隅家をはじめ出席者約110人ガ開通を
視い、橋をパレードしました。
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待望の五郎大橋が開通/ぞさあ
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守主

¥、、- ρ !回 出 - .. 圃圃』

外国人短期交換生のジイリアンさん、サラさんが市長を表敬訪問。
大洲口 タリークラブガ受け入れたもので、 2人はホームステイしな

がら、市内や周辺各町の施設などを見学。自固との文化の違いに驚い
ていると話していました。

守主む お疲れさまでした

今年も、市内一斉清掃を前に、大洲喜多建設協会青年部32業者
約40名により、市道田口徳森線の除草ガ行われました。生い茂って
いた草ガ手際よく除力、れ、たいへん見通しがよくなりました。

主
主
》
手
手
芸
手
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
手
主
主

O
主
主
主
主
主
主
主
手
芸
主
主
主
主
主
主
手
存
主
主
主
主
主
主
主
J
'
J

ご協力ありガ、とうございました

朝早く力、ら行われた市内一斉清婦。市内の各地域で草刈り、ごみ

の収集、下水溝の清掃などが行われ、どこも見違えるほどきれいにな

りました。皆さんのご協力にlむから感謝申し上げます。

@ 暑い中、サッカーを通して友情の輸を/

船大洲青年会議所主催、日韓友好少年サッカー交流事業の出発
式ガ行われました。サツカ を通して、日韓の友好を深めようという
もの。市内のスポ少などから選抜された15人の小学生ガ韓国の霊光
(ヨンガン)郡ヘ向けて、元気に出発しました。

11 
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八幡浜・大洲圏域めぐり

バツ

F 開催中

マル

こ
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
l
は
、
八
幡
浜
・

大
洲
圏
域
に
定
め
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を

O
×
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
巡
る

も
の
で
、
正
解
者
に
は
抽
選
で
豪
華
賞

品
が
当
た
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
開
催
期
間
}

平
成
日
年
8
月

7
日
1
日
月
初
日

【
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

お
さ
か
な
牧
場
シ
l
ロ
l
ド
八
幡
浜
・

大
洲
市
立
博
物
館
・
金
山
出
石
寺
・
内
子

フ
レ
ッ
シ
ュ
パ

l
ク
か
ら
り
・
五
十
崎

町
龍
王
温
泉
龍
王
荘
・
肱
川
町
歴
史
民

俗
資
料
館
・
河
辺
村
ふ
る
さ
と
の
宿
・
保

内
町
文
化
会
舘
・
伊
方
町
き
ら
ら
館
・瀬

戸
町
農
業
公
園
・
三
崎
漁
師
物
語
り
・

三

瓶
町
須
崎
観
音
・明
浜
町
歴
史
民
俗
資

料
館
・
宇
和
町
米
博
物
館
・
野
村
町
茅
葺

き
民
家
交
流
館
土
唐
家
・
城
川
自
然
ロ
ッ
ジ

〈イ
ベ
ン
ト
当
日
限
定
〉
V
城
川
町
宝

泉
坊
温
泉
ま
つ
り

(
8
/
却
)

V
肱
川

町
風
お
こ
し
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

l
ル
大
会

(
叩
/
げ
)

V
長
浜
町
る
り
姫
ま
つ
り

(
日
/
お
)

{
応
募
方
法
】

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は

O
×
ク
イ

ズ
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
台
紙
の

正
解
欄
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。
コ
ー

ス
で
決
め
ら
れ
た
点
数
分
の
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
兼
ス
タ
ン
プ
台
紙
は
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
の
ほ
か
、
圏
域
の
市
町
村
役
場

の
受
付
窓
口
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

【コ

l
ス
と
賞
品
】

①
よ
く
ば
り
コ
l
ス

叩
万
円
分
旅
行
券
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ

ピ
ゲ

l
シ
ヨ
ン
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
、
食
事
券
、
温
泉
入
浴
券
ほ
か

(
お
名
)

②
海
め
ぐ
り
コ
l
ス

海
辺
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

(
凶
名
)

①
山
と
里
め
ぐ
り
コ
l
ス

山
と
呈
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ

ト

(

日

名

)

※
全
コ

l
ス
回
っ
た
人
全
員
に
「
認
定

証
」
を
発
行
、
ま
た
会
問
正
解
者
か
ら

抽
選
で

5
名
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
l
ド。

こ
の
ほ
か
、
不
正
解
の
人
も
含
め
て

応
募
者
全
員
の
中
か
ら
抽
選
で
別
名
に

特
製
テ
レ
カ
贈
呈
。

【応
募
締
切
】

平
成
日
年
ロ
月

7
日
制

(
当
日
の
消
印
有
効
)

【問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
閤

組
合
(
八
幡
浜
・
大
洲
地
方
拠
点
都
市

対
策
室
)
包
@
0
5
6
0
ま
で
。

新
増
改
築
家
屋
・
取
り
こ
わ

し
家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

今
年
新
築
ま
た
は
増
改
築
お
よ
び
取

り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
取
り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
家
屋

で
、
滅
失
の
登
記
を
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
調
査
漏
れ
に
な
り
、
取
り
こ
わ

さ
れ
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
の
で
、
該
当
家
屋
の
あ
る
人
は
、

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【調
査
期
間
】

平
成
十
一
年
九
月
中
旬
か
ら

平
成
十
二
年
一
月
下
旬
ま
で

{
対
象
家
屋
}

平
成
十
一
年
一
月
二
日
以
降
に
新
増

改
築
さ
れ
た
家
屋
及
び
取
り
こ
わ
し
を

さ
れ
た
家
屋

【問
い
合
わ
せ

・
連
絡
先
}

税
務
課
固
定
資
産
税
係

8
@
2
1
1
1
(内
線

1
2
6
)

地

域

振

興

券

を

使

い

ま

し

た

か

?

大
洲
市
で
は
、
平
成
十
一
年
三
月

三
十
一
日
か
ら
地
域
振
興
券
を
交
付

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
利
用
期
限
は

平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
使
用
し
て
い
な
い

人
は
、
期
限
ま
で
に
使
用
し
ま
し
ょ

λ
J

。な
お
、
期
限
が
過
ぎ
る
と
地
域
振

興
券
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
観
光
課

8
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
3
)

図書館

九
月
新
刊
案
内

顔
を
読
むL

・
A
-
ゼ
ブ
ロ
ウ
イ

ツ
ツ
著

人
を
伸
ば
す
カ

E
-
L
・
デ
シ
ほ
か
著

奇
跡
の
[
聴
覚
セ
ラ
ピ

1
]篠

原
佳
年
著

遺
物
は
語
る

J
-
B
-
ラ
ン
パ

l
ト
著

写
真
集
龍
馬
脱
藩
物
語
前
田
秀
徳
著

エ
リ
ザ
ベ
ス
上
・
下

サ
ラ
・
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
著

学

校

解

体

新

書

永

山

彦

三

郎

著

老
人
介
護
デ

1
タ
ブ
ッ
ク

ラ
イ
フ
・
ケ
ア
研
究
会
編

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
に
な
る
に
は

山
中
伊
知
郎
著

子

育

て

+

ヘ

ル

プ

毛

利

子

来

著

不

況

脱

出

斎

藤

精

一

郎

著

弁
護
士
の
頼
み
方
と
費
用神

山
祐
輔
監
修

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
!
の
事
典
林
盲
目
一
郎
編

耳
鳴
り
・
め
ま
い
を
治
す
本

石
井
正
則
・
村
上
正
人
著

中
性
脂
肪
が
高
い
人
が
読
む
本

中
僚
や
え
子
著

粗

食

の

す

す

め

幕

内

秀

夫

著

身

近

な

漢

方

薬

材

事

典

鈴

木

利

著

ぜ
i
ん
ぶ
、
食
べ
た
よ
。
中
山
桜
甫
著

子
ど
も
の
い
る
家
の
晩
ご
は
ん

3
6
5

日

竹

内

冨

貴

子

著

百
姓
に
な
り
た
い
/
今
関
知
良
箸

あ

け

び

を

編

む

谷

川

栄

子

著

美
し
い
日
本
の
道
具
た
ち
高
森
寛
子
著

子
ど
も
が
地
球
を
愛
す
る
た
め
に

マ
リ
ナ
・
ハ

1
マ
ン
他
著

ぶ
っ
て
よ
、
マ
ゼ
ッ
ト
池
田
理
代
子
著

ピ
ア
ノ
の
知
識
と
演
奏
雁
部
一
浩
著

品
格
と
色
気
と
哀
愁
と
森
繁
久
瀬
著

被

写

体

三

浦

友

利

著

12 

百

年

目

の

帰

郷

鈴

木

洋

史

著

ホ
l
ム
ス
テ
イ
英
語
水
野
潤
一
ほ
か
著

庭

の

つ

る

ば

ら

庄

野

潤

三

著

ア

キ

ハ

パ

ラ

今

野

敏

著

そ
こ
に
蓄
薮
が
あ
っ
た
打
海
文
三
著

天

に

遊

ぶ

吉

村

昭

著

M
I
S
S
Y
o
u

柴
田
よ
し
き
著

朱

一

房

の

鷹

泡

坂

妻

夫

著

虹
よ
、
胃
潰
の
虹
よ
上
・
下丸

山
健
二
著

間
違
い
だ
ら
け
の
少
年
H

山
中
恒
・
山
中
典
子
著

ハ
l
ド
ボ
イ
ル
ド
/
ハ
!
ド
ラ
ッ
ク

吉
本
ば
な
な
著

棟
居
刑
事
の
黒
い
祭
森
村
誠
一
著

黄

金

の

石

橋

内

田

康

夫

著

盤

珪

寺

林

峻

著

双

眼

多

田

容

子

著

イ
ン
ト
ゥ
ル

l
ダ

l

高
嶋
哲
夫
著

エ
ツ
フ
エ
ル
塔
の
黒
猫
新
井
満
著

フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ラ
ウ
ン
ド
安
部
譲
二
著

告

知

熊

沢

健

一

著

女
は
快
楽
、
男
は
我
慢
大
岡
玲
著

人
生
は
五
十
一
か
ら
小
林
信
彦
箸

射
程
圏

J
・
C
-
ポ
ロ
ッ
ク
箸

前

日

島

ウ

ン

ベ

ル

ト

・

エ

l
コ
著

廃
嘘
に
咲
く
花

p
・
モ
デ
イ
ア
ノ
著

白
夜
の
森
上
・
下

M
-
フ
レ
デ
リ
ク
セ
ン
箸

恋
に
お
ち
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

M
-
ノ
l
マ
ン

T
・
ス
ト
ッ
パ
ー
ド
著

九
月
生
渥
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「
西
南
騒
擾
事
件
」

講
師

村
上
恒
夫
先
生

日
時

9
月
却
日
(
水
)

(
9
:
却

j
H
-
m
)

場
所

大
洲
市
立
図
書
館
4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
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公
的
年
金
で
支
え
合
う

世
代
と
世
代

公
的
年
金
制
度
は
、
働
く
若
い
世
代

の
聞
に
保
険
料
を
納
め
、
老
年
者
世
代

に
な
っ
て
か
ら
年
金
を
も
ら
う

「世
代

と
世
代
の
支
え
合
い
」
の
制
度
で
す
。

公
的
年
金
で
は
、
私
的
な
個
人
年
金

と
違
い
、
今
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

保
険
料
が
直
接
あ
な
た
の
年
金
の
財
源

と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
あ
な
た
が
保

険
料
を
納
め
た
実
績
が
、
あ
な
た
の
受

け
る
年
金
額
の
算
定
の
も
と
に
な
り
ま

す。
パ
リ
パ
リ
働
く
現
役
世
代
が
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
線
を

退
い
た
年
金
受
給
権
者
世
代
を
扶
養
し

合
っ
て
い
く
、
国
民
全
体
の
相
互
扶
助

制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
個
別
の
要
望
す
べ
て
に
応
じ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
公
的
年
金

が
あ
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
、
個
人
貯

蓄
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
老
後
の
生
活
設

計
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
財
政
の
均
衡
を
保

つ
た
め
、
最
低
五
年
に
一
度
は
財
政
の

再
計
算
が
行
わ
れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て

健
全
な
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
金
額
は
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
の
導
入
に
よ
り
、
年
金
の
実

質
価
値
は
確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
老

後
の
生
活
設
計
の
土
台
と
し
て
信
頼
で

き
る
十
分
な
制
度
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

年
金
加
入
は
国
民
の
義
務
。
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
で
す
。

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
、
忘
れ
ず
に
保

険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)

愛
媛
県
く
ら
し
の
リ
ポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

愛
媛
県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の

声
を
反
映
し
た
消
費
者
行
政
を
一
一
層
推

進
す
る
た
め
、
く
ら
し
(
消
費
生
活
)

に
関
す
る
地
域
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
く

「愛
媛
県
く
ら
し
の
リ
ポ
ー
タ
ー
」

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

-
活
動
内
容

・
消
費
生
活
に
関
す
る
地
域
住
民
の

声
を
収
集
し
、
は
が
き
で
毎
月
2

回
報
告

-
研
修
会
へ
の
出
席
な
ど

.
応
募
資
格

県
内
に
在
住
の
満
却
歳
以
上
(
平

成
日
年
4
月
1
日
現
在
)
の
人
で
、

消
費
生
活
に
関
す
る
諸
問
題
に
関
心

の
あ
る
人
(
た
だ
し
、
県
職
員
及
び

県
の
モ
ニ
タ
ー
等
を
除
く
)

A-募
集
期
限

平
成
日
年
9
月
初
日
開

。
募
集
人
員

大
洲
市
H
8
人

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
八
幡
浜

地
方
局
県
民
生
活
課
8
0
8
9
4
・

2
4
・
3
7
0
0
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

華
道

・
茶
道
教
室

開
講
の
お
知
ら
せ

国
立
大
洲
青
年
の
家
で
は
、
次
の
と

お
り
、
華
道
教
室

・
茶
道
教
室
を
開
講

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す。

【
場
所
】

国
立
大
洲
青
年
の
家
(
大
洲

駅
か
ら
青
年
の
家
ま
で
の
問
、
送
迎

パ
ス
を
運
行
し
ま
す
)

【対
象
者
】

中
学
生
以
上

【受
講
料
】
無
料
(
た
だ
し
、

材
料
費

と
し
て
、
華
道
教
室
l
回
9
0
0円
・

茶
道
教
室
1
回
3
0
0
円
が
必
要
)

【
開
講
日
時
}

O
華
道
教
室

平
成
口
年
四
月
お
日
j
平
成
四
年

3
月
日
日
の
聞
の
第
2
、
第
4
土
曜

日
/
計
叩
回
/
午
前
四
時
1
U
時

O
茶
道
教
室

平
成
日
年
目
月
9
日
1
平
成
ロ
年

3
月
日
日
の
聞
の
第
2
土
曜
日
/
計

6
回
/
午
後
l
時
叩
分
1
3
時
叩
分

【申
込
方
法
】

国
立
大
洲
青
年
の
家
へ

は
が
き
か
F
A
X
で
、
開
講
1
週
間

前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
立
大
洲
青
年
の

家
包
@
5
1
7
5
・
間

@
2
9
0
9

常
設
展
示
観
覧
料
が

一

無
料
に
な
り
ま
し
た

一

県
で
は
、
子
供
た
ち
が
優
れ
た
芸
術

に
触
れ
た
り
、
郷
土
の
自
然
・
科
学
、

文
化
な
ど
を
学
ぶ
機
会
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館
(
新

居
浜
市
)
、
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

(
宇
和
町
)
及
び
愛
媛
県
美
術
館
(
松

山
市
)
の
小
・
中
学
生
の
常
設
展
示
観

覧
料
を
無
料
に
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
施
設
で
開
催
す
る
企
画
展

と
総
合
科
学
博
物
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
有
料
と

な
り
ま
す
。

城 戸 電業社

n25-2944 

松浦建設(槻

n25-5335 

(鮒土居鉄工所

n24-4519 

( 有 ) アサノ設備

合 24 -0 7 8 3 
(有)南予水道住設

合 25-1350

佐 藤水道庖

合 24-4410

(有)星 加 水道設備

n26-0020 

上甲建設(槻

n24-5914 

徳森設備

n25-4023 

滝田 商店

n25-0901 

(有) 丸 電工業

合 24-5 3 5 1 

西 田 水道庖

n26-0265 

(有)三原設備

n24-3783 

淳 山 水道工事庖

霊堂 24 -2 5 8 3 

(有)いの水道設備

まま 24-2 2 1 6 

伊予 屋住設

n24-2541 

備)内田電気水道設備

n25-2858 

岡福水道工事庖

n24-3656 

(有)オクダ設備

n25-4107 

大塚鉄 工 所

n25-0300 

9月4日目

9月5日(日)

9月11日出

9月12日(日)

9月15日制

9月18日比)

9月19日(日)

9月23日(木)

9月25日目

9月26日(日)

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

マ
ギ
ャ
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン

イ
ギ
リ
ス
の
庭
写
真
展

8
月
白
日
例
1
9
月
5
日
間

※
ガ
|
デ
ニ

ン
グ
講
習
会

9
月
4
日
出
・

5
日
同
(
詳
し
く
は
、

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ま
で
)

V
つ
つ
じ
ま
つ
り

モ
デ
ル
撮
影
会
入
賞
作
品
展

9
月
7
日
ω
1
9
月
四
日
同

V
三
好
学
「
か
ず
ら
に
い
け
る
」

9
月
H
日
ω
1
9
月
四
日
同

V
大
洲
市
職
員
文
化
展

9
月
幻
日
ω
1
9
月
初
日
同

V
せ
り
は
ら
ま
つ
み
写
真
展

9
月
お
日

ω
j
m月
3
日
制

※
展
示
時
閉

山
時
j

U
時

最
終
日
は
、
日
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

包
@
1
2
8
1

【

8
月
号
の
お
詫
び
と
訂
正
】

9
ペ
ー
ジ
の
『
ま
ち
か
ど
ズ

l
ム
・

ア
ッ
プ
』

6
月
お
日
の
記
事
に
建
設
省

大
洲
工
事
事
務
所
と
掲
載
い
た
し
ま
し

た
が
、
日
本
道
路
公
団
大
洲
工
事
事
務

所
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
の
う
え
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

月末までの

大 洲 市内の交通 事 故

7月末現在 昨年同期

件数 154 180 

負傷者 200 225 

死者 2 

7 

13 



相
談
ご
と
案
内

'99 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

9
月
8
日

同

日

時

i
日
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

日
時

9
月
別
日
開
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

【人
権
相
談
}

(
法
務
省
)

日
時

9
月
比
日

ω
四
時
j
日
時

場
所
南
久
米
公
民
館

日
時

9
月
げ
日

樹

叩

時

i
日
時

場
所
大
洲
市
役
所
3
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
法
務
局
会

@
4
1
5

5
ま
で
。

{
心
配
ご
と
担
説
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

8
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時
j
ロ
時
、
日
時
j

M
時

場
所
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

(
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
l
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

広報おおず

|休日|急|患|診|療|
9月5日 久保医院(新谷)

(日) n25-0158 
大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 
肱川医院(菅田)

n25-2915 
大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 
三瀬医院(八多喜)

n26-0003 
加戸病院(若宮)

n24-5101 
城戸眼医院(末広町)

n24-3008 
大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 
藤本外医院(中町)

n24-2310 
大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 
村上内医院(中村)

n23-3500 
大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

1平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

n24-2151 
加戸病院(若宮)

会 24-5 101 
大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

9月12日
(日)

場
所
市
役
所
高
齢
福
祉
課

【
行
政
担
説
】

(
総
務
庁
)

日
時

9
月
幻
日
ω

9

時
j

M
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は

念
@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は
宮
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

{市
民
法
律
担
説
}

日
時

9
月
四
日
回
目
時
j

M
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係

g
@
2
1
1
1
(
内
線
3
2
8
)

【
社
会
保
隙
相
談
】

日
時

9
月
6
日
間
、
幻
日

ω

日
時
j
vm
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

9月15日
(水)

9月19日
(日)

9月23日
(木)

毎
日
の
執
務
時
間
中

大
洲
隣
保
館
公
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館

8
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

9
月
日
日
制

9
時
1
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

同
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

0
1
九
合
@
4
4
5
2

【青
少
年
相
談
電
話
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

s
a
γ
P説
話

{ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日

8
時
却
分
j

U
時

宮

市
ゆ

U
Uいいが

国
立
大
洲
青
年
の
家

日

9月26日
(日)

曜水

場日
所時

担
当

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時

9
月
日
日
幽
日
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

【保
健
所
各
種
相
談
}

各
種
医
療
・
保
健

・
福
祉
相
談
に
応

じ
ま
す
。

V
難
病
医
療
相
談

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日

日
時
1
日
時

V
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時
毎
月
第
3
金
曜
日

日
時
1
日
時

V
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談

日
時
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

日
時
j

U
時

保健センターだより

.乳幼児健康診査・

9月 7日ω 平成11年 4月生※

9月14日ω 平成10年 2月生

9月28日ω 平成 8年 8月生

受付時間 1 3:00~ 1 3 ・ 30

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

+10カ月育児相談+

9月6日(月) 平成10年11月生

受付時間 9:30~ 10:00 
実施場所総合福祉センタ ー 2階

持参品母子手帳・アンケー ト

パスタオル

.健康相談 ・栄養相談.

9月27日(月)

10:00~ 1 2 ・ 00 、 13:00~15 :00 
実施場所総合福祉センター 2階

持参品健康手帳(予約制)

.成人病・がん検診のお知5せ+

①成人病検診 ・結核検診 ・肺がん

検診 ・胃がん検診 ・大腸がん検診

②婦人がん検診

〈①及び②の検診〉

9月 8日岡 上須戒連絡所

9月21日u<)・ 22日(対・ 24日掛

新谷連絡所

総合福祉センター2階9月29日同

〈①の検診〉

9月16日(対 大川連絡所

9月17日働 基幹集落センター

受付時間は、健康チェックカレ

ンダーをご覧ください。

各種検診を申し込まれている人

には「問診票Jr検査容器Jを事

前にお配りしますので、必要事項

を記入の上、ご持参ください。

9月29日で今年の成人病検診は

終了します。受け忘れた人はぜひ

受けましょう!詳細は保健センター

だより各連絡所の保健だよりをご

覧ください。

合 23-0310

14 

木~日曜日

献血のお知らせ
採血車が巡回し

ますので、ご協力 二:r ~

をお願いします。 け 腕

9月2日岡

市立大洲病院 1O :00~12:00 

建設省四園地方建設局

大洲工事事務所 13:30 ~16:30 

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時

9
月
詑
日
同
日
時
j
日
時

対
象
就
学
前
の
幼
児
(
4
j
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所

8
@
3
1
6
5

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

【珠
算
}

受
付
期
間

9
月
6
日
j
9
月
詑
日

試

験

日

刊

月

白

日

同

※
詳
し
い
内
容
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所

8
@
4
1
1
ー
ま
で
。秋の全国交通安全運動

9月 2 1 --3 0日
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